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図書館の研究支援
（例：北海道大学）

CiNii R

リポジトリ

GakuNinRDM

フローに入っているか？

Courtesy of ETHZ library

https://www.lib.hokudai.ac.jp/support/ 2



の例
研究データ管理（RDM）

データ管理計画（DMP）

“Librarians guide, researchers decide.”
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NII の着想（想定する研究支援基盤）はとどのつまりこれだと思う。
では、このフローに入っているのは誰か？

https://rcos.nii.ac.jp/service/ 4



https://rcos.nii.ac.jp/service/

サービス対象の具体化とモデルフローの提示
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人文社会学系はNII基盤と親和性が高い？

DMP
system

検索基盤
・論文
・データ
・プロジェクト

データ

論文・データ

論文

助成金
（プロジェクト）
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 データリポジトリの乱立
 出版を海外大手出版社に依存

Missing 
link?

 検索・公開基盤としての
CiNii/JAIRO Cloudの存在感

DMP
system

理工数物系はRDM単体では親和性が高い。。。が
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CiNiiでデータを検索する人もいれば、論文からダイレクトにデータの所在を見ている人もいる。
→ だとすると、重要なのは関連論文を豊富に検索できる検索基盤（CiNii）の精度？

CiNiiが国内論文、とりわけ日本語論文に寄っているとRDMとの連携もその分野に限られる。
→ 結果として、STEM系からは機関リポジトリが見えない状況（データ格納先として

や を利用する状況）が続く。

CiNiiを検索基盤に据えると、STEM系が離れていく

Geophys. Res. Lett., AGU/Wiley

Sci. Rep., Nature
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GakuNinRDMに
期待される利便性

・機関リポジトリとの連携で
データにdoi付与が簡単

→ 論文投稿時に必要

・サジェスト機能により
ライセンス指定、
メタデータの入力が簡単

→ 手間を少なくしたい
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コンテンツ
提供

コンテンツ
提供依頼

利用者・図書館・研究者がお互いのツールで
ワンクリック・コミュニケーション

図書館学部・研究科

オンデマンドなコンテンツ整備

コンテンツ
リクエスト

コンテンツ
提供

ローカル NII
10



機関リポジトリ・CiNii・
GakuNinRDM

～マッシュアップで描く近未来～

大学図書館・NII ができること
・対象を明確にする
・サービスのスコープ（限界）を明確にする
・モデルフローを提示する

→ 近未来を案内する
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